
従業者の勤務の体制及び勤務形態一覧表
（ 22 年 12 月分） サービス種類 （ ）

事業所番号 （ 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 ） 事業所名 （ ）

療養棟種別・療養棟名・床数 （ ・ ○ 床 ）

勤務 日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 月の 常勤換算

形態 曜日 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 合計 後の人数

介護職員 Ａ 介護福祉士 ○○ ○○ 夜 明 早 日 早 夜 明 早 日 日 夜 明 早 早 日 夜 明 早 日 日 夜 明 176 1.0

介護職員 Ａ 介護福祉士 ○○ ○○ 日 夜 明 日 遅 日 夜 明 早 日 夜 明 遅 早 日 夜 明 早 日 日 夜 明 176 1.0

介護職員 Ａ 介護福祉士 ○○ ○○ 日 日 夜 明 日 早 夜 明 遅 早 日 夜 明 日 早 日 夜 明 早 日 日 夜 175 1.0

介護職員 Ａ 介護福祉士 ○○ ○○ 早 早 早 夜 明 早 日 日 夜 明 遅 遅 日 夜 明 遅 早 夜 明 早 日 日 176 1.0

介護職員 Ａ 介護福祉士 ○○ ○○ 日 日 遅 夜 明 遅 日 早 日 早 早 早 日 夜 明 遅 早 日 日 遅 日 日 176 1.0

介護職員 Ａ ヘルパー１級 ○○ ○○ 日 早 遅 早 日 早 日 遅 夜 明 遅 早 遅 日 遅 遅 早 遅 夜 明 日 168 1.0

介護職員 Ａ ヘルパー２級 ○○ ○○ 明 日 日 遅 夜 明 遅 早 遅 夜 明 遅 日 日 夜 明 遅 日 日 夜 明 169 1.0

介護職員 Ａ ヘルパー２級 ○○ ○○ 遅 遅 日 日 日 日 日 夜 明 日 日 早 日 日 日 日 日 夜 明 日 日 早 176 1.0

介護職員 Ａ ヘルパー２級 ○○ ○○ 日 日 遅 夜 明 遅 日 遅 遅 日 日 遅 日 夜 明 日 日 日 日 日 日 日 176 1.0

介護職員 Ｃ ヘルパー２級 ○○ ○○ 日 日 PM PM 日 日 日 PM PM 日 日 日 PM PM 日 日 日 PM PM 遅 遅 遅 PM 148 0.8

介護職員 Ｃ ヘルパー２級 ○○ ○○ AM AM AM AM AM AM AM AM AM AM AM AM AM AM 56 0.3

計 1772 10.1

＜記載上の注意事項＞

1  勤務形態は、Ａ～Ｄのいずれかのアルファベットを記載してください。（Ａ：常勤専従、Ｂ：常勤兼務、Ｃ：非常勤専従、Ｄ：非常勤兼務）

2  常勤換算方法について

 常勤換算数・・・「常勤専従職員の人数」＋（「非常勤職員等の勤務時間数合計」÷「常勤職員の１ヶ月間における勤務すべき時間数（ｅ）」）

 計算は、すべて小数点第２以下切り捨て

常勤職員が勤務すべき１週あたりの勤務日数・勤務時間 週 日 （ａ） 週 時間 （ｂ）

常勤職員が勤務すべき１日あたりの勤務時間 日 時間 （ｃ）＝（ｂ）÷（ａ）

当該月において常勤職員が通常勤務すべき日数 月 日 （ｄ）

（常勤職員の勤務すべき曜日が同じ場合・・当該月の常勤職員が勤務すべき曜日を足し上げた日数）

（常勤職員によって勤務すべき曜日が異なる場合の常勤職員が通常勤務すべき日数の計算　［（ｄ）＝（ａ）×４＋（月の日数－２８）×（ａ）÷７］

常勤職員の１ヶ月間における勤務すべき時間数 月 時間 （ｅ）＝（ｃ）×（ｄ）

介護医療院 ・ 短期入所療養介護（予防）

22.1

176.8

職　　種 資　　格 氏　　名

○○○○介護医療院

Ⅰ型療養棟　〇〇療養棟

5 40

8

記載例②

記載例

シフト時間割
日： 9:00  ～ 18:00 ８時間勤務
早： 7:00  ～ 16:00 ８時間勤務
遅： 11:00 ～ 20:00 ８時間勤務
AM： 9:00  ～ 13:00 ４時間勤務
PM： 14:00 ～ 18:00 ４時間勤務
夜： 16:00 ～ 24:00 ７時間勤務
明： 0:00 ～ 9:30 ９時間勤務

［常勤専従職員 ９人］
＋（［非常勤職員等の勤務時間数合計 204時間（148＋56）］

÷［常勤職員の１ヵ月間における勤務すべき時間数 176.8時間］

記載例②
シフト時間割［常勤専従職員 ８人］

ﾕﾆｯﾄの例


